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FLEX
FORWARD
FOR CRS
PATIENTS

FLEX
SOFTWARE

OTHER 
OPTIONS慢性副鼻腔炎（CRS）は、世界中で蔓延して

いる慢性疾患の1つです。1

より安全な慢性副鼻腔炎手術普及を目指し、
Medtronicは20年以上にわたり、耳鼻
咽喉科手術用ナビゲーションの開発・改良
を進めて参りました。9

FlexENTソフトウェア 
（9736226）

Stealth Mergeソフトウェア 
（9736155）

フットスイッチ 
（9735800ENT）

カート用 
追加シェルフ 
（9736181）

カート用　 
追加モニターマウント
（9736182）

Stelath Station FlexENT™は、ご施設に合  わせてお選び頂けます。

FLEX YOUR WAY
COMPUTER 
OPTIONS:
カート・デスクトップタイプからご選択頂けます。

EMITTER 
OPTIONS:
磁場発生装置はフラットエミッター・サイドマウントエミッター（クラ  ンプまたはスタンド）からご選択頂けます。

※ カートは、別売りのIntegrated Power Console
（IPC™）システムやXPSNexus™コンソールなど
のENT機器やIVパックを設置できます。

カート用 
IPC/Nexus/NIM/ 
追加モニタ接続ケーブル（2M）
（9735715ENT）



OUR NAVIGATION PORTFOLIO
FUSION ENTインストゥルメントセット
9733446 EM レジストレーションプローベ
9733447 EM ストレートプローベ
9733449 EM ストレートサクション
9733450 EM カーブドサクション 70度
9733451 EM カーブドサクション 90度
9733448 EM オスティウムシーカー
9733455 EM ENTインストゥルメントトレイ

FUSION ENTオプショナルインストゥルメントセット
9734307 EM フロンタルサクション 90度
9734306 EM フロンタルサクション 45度
9734308 EM ショートストレートサクション
9734311 EM エレベータープローベ
9734320 FUSION ENT オプショナルインストトレイ

9734887XOM
EM NON-INVASIVE
ペイシェントトラッカー

9731132
スカルマウントペイシェントトラッカー

スタンダード アングル ボール

※ 90度以上曲げないでください。
※ スタンダードは先端から14.5mm以内、アングル、ボールは 
　 先端から20mm以内を曲げないでください。

品番 製品名 規格

1884080EM ローテータブルトライカット EMブレード 4.0mm径　0°

1884380EM ローテータブルクワッドカット EMブレード 4.3mm径　0°

1883480EM ローテータブルクワッドカット EMブレード 3.4mm径　0°

1883080EM ローテータブルクワッドカット EMブレード 3.0mm径　0°

1884012EM ローテータブルRAD12 EMブレード 4.0mm径　12°

1884006EM ローテータブルRAD40 EMブレード 4.0mm径　40°

トライカット クワッドカット

品番 製品名 長さ 外径

9735015 スタンダードS 14.5 cm 2.4mm

9735016 スタンダードM 16.5 cm 3.2mm

9735017 アングルチップM 16.5 cm 3.2mm

9735018 ボールチップM 16.5 cm 3.2mm

9735019 スタンダードL 20.0 cm 4.0mm

EMトラッキングブレード

EMマリアブルサクション

Straightshot™ M4/M5ハンドピースに接続可能なナビゲーション専用ブレードが登場しました。Plug&Playコンセプトに基づき、 
インストゥルメントは登録せずに接続後すぐにお使いいただけます。メドトロニック製品の組み合わせにより煩雑な作業を省略し、
快適なナビゲーション手術環境を提供します。

先端に磁場式ナビゲーション用のセンサーコイルが内蔵されており、必要に応じて形状を変えることができます。
長さ、径、先端形状違いのラインナップで術野への良好なアクセスをサポートします。

PLUG AND PLAY SOLUTIONS
Automatically Recognized and Ready for Use

リファレンス

9733533
インストゥルメントトラッカー



FLEX YOUR WAYWe help improve the lives of

>100,000
PEOPLE PER YEAR

through ENT NAVIGATION15

IMAGINE THE 
POSSIBILITIES
内視鏡下副鼻腔手術へのナビゲーション使用により、以下が報告されています。

 ▪複雑な副鼻腔の解剖を視覚化する事で観察状態を改善10-14

 ▪手術戦略の改善10-14

 ▪主要な合併症リスク2-5、および再発リスク6-8の低減

ESSにおけるナビゲーション使用不使用の合併症を比較した 
14文献を検証したシステマティックレビュー／メタアナリシス2

ナビゲーションを使用していた症例では、合併症数の減少が見られた

主要合併症※1 合併症トータル※2
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※1 主要合併症：
（1）鼻腔および/または副鼻腔を超えた領域への不注意な進入
（2）外科的または血管造影的介入を必要とする術後出血
（3）何らかの外科的理由で処置を中止する必要がある

※2 合併症トータル：
合併症トータルは、重大な合併症と軽度の合併症の合計。
軽度の合併症は、外科的または血管造影的介入を必要としない出血や癒着等。

※3 手術未完：
副鼻腔到達失敗 
解剖学的奇形
重大な出血

*ナビゲーション使用
** ナビゲーション未使用

主要合併症および合併症 合併症・手術の詳細

Ordering Information

カート型

カタログ番号 フラットエミッター サイドマウント 
エミッタースタンド

サイドマウント
エミッタークランプ

FLEXCARTFLAT

FLEXCARTSIDESTAND

FLEXCARTSIDECLAMP

デスクトップ型

カタログ番号 フラットエミッター サイドマウント 
エミッタースタンド

サイドマウント
エミッタークランプ

FLEXDESKFLAT

FLEXDESKSIDESTAND

FLEXDESKSIDECLAMP

COMPUTER 
OPTIONS:
カート・デスクトップタイプ 
からご選択頂けます。

EMITTER 
OPTIONS:
フラットエミッター・サイドマウントエミッター 
（クランプまたはスタンド）からご選択頂けます。

※  カートは、別売りのIntegrated Power Console（IPC™）システムやXPSNexus™コンソールなどのENT機器やIVパックを設置できます。



製造販売業者

日本メドトロニック株式会社
ENT
〒108-0075  東京都港区港南1-2-70

medtronic.co.jp

販売名：ステルスステーション Flex ENT 医療機器認証番号：303ABBZX00019000
販売名：Ｎａｖ吸引管 医療機器届出番号：13B1X00261S00004
販売名：ＥＭブレード 医療機器届出番号：13B1X00261X00041
販売名：Ｎａｖプローベ 医療機器届出番号：13B1X00261S00003
販売名：ＥＭマリアブルサクション 医療機器認証番号：227ADBZX00047000
販売名：インテグレイテッドパワーコンソール 医療機器認証番号：222ACBZX00018000
販売名：Ｍ５ハンドピース 医療機器届出番号：13B1X00261X00043
販売名：ＩＰＣチューブ 医療機器届出番号：13B1X00261X00037
販売名：エンドスクラブシース 医療機器届出番号：13B1X00261X00004
販売名：ＸＰＳ　Ｎｅｘｕｓシステム 医療機器認証番号：229ADBZX00110000

© 2021 Medtronic. メドトロニック、Medtronicロゴマーク及びFurther, Togetherは、Medtronicの商標です。
TMを付記した商標は、Medtronic companyの商標です。
3125 ENT05192021A. SHO-UGO

使用目的又は効果、警告・禁忌を含む使用上の注意等の情報につきましては製品の添付文書をご参照ください。
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